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●地球の温暖化 

●化石燃料の枯渇 

●クリーンエネルギーの安定供給 

の問題解決が求められています 

村民・事業者・行政が一体となって、 

新エネルギー導入に取り組みましょう！ 
 

 

①国の取り組

②豊かな自然

③新エネルギ

④村内に自立
清見村地域新エネルギービジョン策定の意義 
みに対して地方自冶体として施策の一端を担う。 

を最大限に活かす方針に基づく村の施策・事業に、最適なエネルギーである。

ー導入事業等により、地場産業や地域社会の活性化が可能である。 

したエネルギー源を持つことによって、災害時等の活用が可能になる。 

清見村役場 農林商工課 電話 0577-68-2211 



■計画理念 
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清見村の豊かな自然資源を活かし、地域産業の活性化と、人の交流を促進させる

まちづくりを、豊かな自然エネルギーを活用してつくる 

自 然 

産 業 人 

交 流 

全体ビジョン 

 
■計画目標 
 計画理念に基づき、本計画は『村の活性化』と『新エネルギー導入』の視点から基本目標を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●新エネルギー導入の目標 
活性化計画と結びついた新エネルギー導入において、目標を設定する。 
①二酸化炭素削減 
地球温暖化対策の効果が十分発揮できるよう、経済性を考慮しながら、適正なエネルギー
導入をはかる。当面の目標として、2010年までの導入エネルギーによるCO2削減が、現
況に比して－６％程度となるように設定する。 
②従来の燃料との比率 
国全体では、2010年度において、従来の燃料に比較して、新エネルギーの導入量を1.7％

から３％に引き上げようとされており、本村においてもその値を達成するよう設定する。
 自 然：自然資源を活かした新エネルギー導入 

産 業：村の産業を活性化させる新エネルギー導入

人 ：人がつながり交流できる新エネルギー導入
 

●村の活性化目標 

村の活性化をうながすために３つの基軸を形成することを目標とする。 

①交流的機軸 

村の主要な交流事業である自然と人のつながり「清見版エコミュージアム」を推進し、対

外的に個性的な顔づくりをし、交流基軸を形成する。 

②産業的基軸 

交流圏・市場圏の拡大や情報化を活かし、木質チップ・ペレット、牛糞尿のエネルギー化、

競争力の強化の為の新エネ利用等、農林畜産業の新しい展開と、都市生活者のニーズに対

応した高度な商品開発、又、自然との調和のある産業形態への転換などにより、自然資源

活用の産業的基軸を形成する。 

③生活的基軸 

豊かな自然資源を活かした生活環境を整備し、自然と共生する生活スタイルの基軸を形成

する。 



重点プロジェクト 
選定された各計画を、清見村の将来進むべき方向性へと先導する計画として有効になるよう、

４つの個別プロジェクトを掲げました。 

 
■重点プロジェクトⅠ．森林資源活性化プロジェクト 

林業振興と森林保全のために森林資源を利用 
・間伐材、木材加工残渣、林廃棄物、製材所等の木質バイオマスを活用

・木質チップ・ペレットに加工し、ボイラやストーブで燃焼させて熱エ

ネルギーとして利用 

・木質エネルギー供給サービス事業の創設 

○導入新エネルギー 

・木質バイオマスエネルギー利用 

○エネルギー利用計画 

・農産物生産エコ計画（ハウス栽培熱源等） 

・公共施設新エネモデル計画（教育施設等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■重点プロジェクトⅡ．風力発電導入プロジェクト 

村の自然エネルギー導入への取り組みのシンボル 
・自然エネルギー利用の核として大型風力発電基地の建設 

・村内の公共施設に小型風力発電・交流施設にモニュメント風車の導入 

 ○導入新エネルギー 

・風力エネルギー利用 

 ○エネルギー利用計画 

・新エネルギー利用普及計画、公共施設新エネモデル計画 

・自然エネルギー環境教育拠点計画 

 ■重点プロジェクトⅢ．畜産施設環境整備プロジェクト 

 畜産業の安全で持続可能な経営化 
・牛糞尿、農業残渣などを炭化し主として発電・熱利用を図り、 

一部は土壌改良材として活用 

 ○導入新エネルギー 

・バイオマス（家畜排出物）のエネルギー利用 

 ○エネルギー利用計画 

・農産物生産エコ計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■重点プロジェクトⅣ．自然エネルギー環境教育拠点プロジェクト

自然ふれあい交流事業、環境教育の拠点 
・地域及び森林に埋もれた自然・未利用エネルギーを目に見える

システムに活用 

・環境共生型施設のモデルとして、施設の熱・電力等に自然エネ

ルギー活用 

○導入新エネルギー 

・太陽光・太陽熱・風力・中小水力・木質ﾊﾞｲｵﾏｽ・雪氷冷熱 

燃料電池 

 ○エネルギー利用計画 

・新エネルギー利用普及計画、公共施設新エネモデル計画、 

小型水素村構想 
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 エネルギー新時代の幕開けと中山間地 

  新エネルギービジョン委員長 熊崎実
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太陽光発電 シリコン半導体な

ーを直接電気にす

太陽熱利用 屋根などに太陽の

どの給湯や暖房に

風力発電 風の力でブレート

こす方法 

廃棄物発電 

廃棄物熱利用 

ゴミを焼却する際

方法。発電した後

バイオマス発電 

バイオマス熱利用 

バイオマスエネル

応を介して利用す

木くずなどを木質

未利用エネルギー 海や川の水温は、

冬に降り積もった

い熱エネルギーを

や熱交換器を使っ

クリーン 

エネルギー自動車 

石油代替エネルギ

出しない（少ない

コージェネ 

レーション 

発電機で電気をつ

利用する仕組み 

燃料電池 水素と酸素を化学

水素は天然ガスや

中水力エネルギー 水の位置･運動エ

出力は、落差と水

自然の力を利用したり、今まで

地球に悪い影響を与えることの

 
新エネルギーとは

 

どに光があたると電気が発生する現象を利用し、太陽の光エネルギ

る方法 

熱エネルギーを集める機器を設置し、温水や温風をつくりお風呂な

利用する方法 

（風車の羽根）をまわし、その回転運動を発電機に伝えて電気を起

の熱で高温の蒸気をつくり、その蒸気でタービンを回して発電する

の排熱は、周辺の冷暖房や温水として利用 

ギーは生物体を構成する有機物をもとに、酸化・燃焼などの化学反

る発電・熱利用 

チップ・ペレットとしてストーブやボイラの燃料とする 

夏も冬もあまり変化がなく外気との温度差がある。 

雪を保存、また、水を冷たい外気で氷にして保存し、雪や氷の冷た

利用。このような今まで利用されていなかったものをヒートポンプ

て、冷暖房に利用できる 
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）車 

くる時に使用する冷却水や排気ガスなどの熱を、温水や蒸気として

反応させて、直接発電する装置 

メタノールを改質してつくり、酸素は大気中から取り入れる 

ネルギーを電力エネルギーに変換するもの 

量の積によって決まる 

に使わないで捨てていたものを有効に使うなど、 

少ないエネルギー。 



  
■ ネルギ清見村の新エ ー利用可能量 
 区 分 利用可能量 原油換算量 CO2削減量 

  Mwh ＭＪ Ｌ ｋｇ－CO2

太陽光発電 1,783 6,418,800 165,605 438,853

風力発電 50,000 180,000,000 4,644,000 12,306,600

廃棄物発電 263 946,800 24,427 64,733

中小水力発電 730 2,628,000 67,802 179,676

畜産廃棄物 706 2,541,600 65,573 173,769

電

気 

小 計 53,482 192,535,200 4,967,408 13,163,632

  Mcal ＭＪ Ｌ ｋｇ－CO2
太陽熱 9,074,000 37,983,764 979,981 2,596,950

廃棄物熱 530,000 2,218,580 57,239 151,684

木質バイオマス熱 26,723,000 111,862,478 2,886,052 7,648,038

雪氷冷熱 16,984,176 71,095,761 1,834,271 4,860,817

熱 

小 計 53,311,176 223,160,583 5,757,543 15,257,489

  合 計 53,364,658 415,695,783 10,724,951 28,421,121

 

■アンケート調査にご協力いただきありがとうございました。一部の結果をご報告いたします。 
●家庭での新エネルギーの導入について               単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的に導入するとしたら、ど ルギ ているか  単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

村全体の２０１０年度エネルギ

) 

４１５,６９５,７８３ＭＪ 

です。 

プロジェクトの検討を行いなが

ら進めていきます。 

ー年間使用量推計の 

新エネルギー(３％
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からすると十分達成できる数値
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8.8中小水力エネルギー


